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EtMe3Z[Pd(dmit)2]2 (Z=N,P,As,Sb)は、2 量体[Pd(dmit)2]2が準三角格子

を形成する 2 次元強相関電子系で、常圧下ではモット絶縁体である。また、
Z=As,Sb 塩以外の結晶構造は従来のβ’型と異なっている。[1]我々はこの系
の電子状態を、圧力で絶縁状態から金属・超伝導状態まで制御し、その物性

を調べている。 
 Z=P 塩 (P21/m)では、静水圧の印加にともない半導体的な振る舞いが抑え
られる。3 kbar では 2 つの抵抗極大が観測され、3.3 kbar、約 5 K で超伝導
転移が観測される。6 kbar以上の圧力下では、超伝導転移は消失し、低温ま
で金属的な振る舞いを示す。 
今回、この塩に 1軸性ひずみを印加し電気伝導度を測定した。この塩では、

2 量体間の相互作用が、従来の
Pd(dmit)2 塩（B≈s>r）とは異なり、
r≥B≈s の関係にある。その為、従
来とは異なった効果が期待でき

る。 
超伝導転移の現れ方は、1 軸
性ひずみを印加する方位によって 
大きく異なった。また、従来の塩で

は相互作用 r の方向にひずみを
かけると金属的振る舞いが現れ

やすくなったが、この塩では逆の

傾向が観測された。 
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EtMe3P[Pd(dmit)2]2(P21/m)の 

1 軸性ひずみ効果  (P = 2 kbar) 


